平成29年度日本語指導実践事例②
	対象
	小学校４年生
	第一言語
	中国語
	ＤＬＡステージ

	背景
	ひらがな・カタカナの五十音は昨年度学習しているが、定着していない。話したり、書いたりすることが少しできるが、発音の間違いが表記の間違いにつながることもある。中国語で思いを伝えようとすることもある。通訳者等を介して、母語と日本語をつないだ指導が必要である。
	語彙力
	２５．５％

	
	
	〈話す〉
	１

	
	
	〈読む〉
	１

	
	
	〈書く〉
	２

	
	
	〈聴く〉
	―

	指導

目標
	正しく発音し、正しく表記できるようになる。また、基礎的な文型を使って表現できるようになる。

積極的にコミュニケーションをとり、学習に参加できるための基礎的な日本語力を身につける。

	指導

計画
	・日常生活に必要な日本語の定着状況を把握した上で、絵カード等を使って語彙を学習する。

・日記指導を通して、日常生活に必要な語彙を獲得する。また、基礎的な文型が使えるようになる。保護者の協力を得て、母語を日本語になおすことで、表現したいことが書けるようになる。

・国語の教科学習は、学年の教材をデリート・リライトしたものや、前学年のものを教材として取り上げ、語彙や文型を獲得する。


１．教科・単元名　　国語「ごんぎつね」

２．目標　（教科）　ごんが、いたずらのつぐないに何をしたかがわかる。

　　　　　　（日本語）　ごんがしたことや思ったことを、短い文で書くことができる。

３．本時の展開

	学習活動
	留意点
	準備物・教材・資料等

	①今日の学習課題を知る。

②国語「ごんぎつね」（２５分）

・１、２段落の内容をふりかえる。

・リライト教材を音読する。

・場面の様子を確かめる。

・中国語版の「ごんぎつね」を読む。

・紙芝居の文を書く。

③日本語基礎（１５分）

・まいにちドリルにとりくむ。
	・これまでの学習で作った紙芝居を読むことで、

内容をふりかえる。

・わからない言葉は、写真カードを見たり、中国語に翻訳したりして、確認する。

・ごんがしたことや思ったことを中心に、話をする。

・よりくわしく場面を理解するための手助けとする。

・ごんがしたことや思ったことを中心に、短文にして書く。特に、引用表現（ごんは、～と思いました。）の書き方に気をつける。

・既習の漢字は、国語辞典で調べる。同音異義語に気をつける。

・文づくりでは、助詞の使い方に気をつける。
	・紙芝居

・リライト教材

・写真カード

・電子辞書

・中国語絵本

・ワークシート

・国語辞典

・助詞カード



